
２０２６年２月１日 主日礼拝 ＜誕生祝福式＞ 
  

司  会   ①髙木兄   ②遠藤兄   ③原兄（足立姉） 

祈  祷  

奏  楽                                    

                                     

賛  美       聖歌５０２番「わが主はまことの牧者」 
   （ほめよイエスの御名を）（聖霊様あなたを求めます） 

３つの愛・３６５日信仰宣言 
 

   聖  書  ①➃   出エジプト記１９章１～６節  (P１０１)  

              ➁     マタイによる福音書２２章８～１４節  (P３５)  

                                                                                       ③      詩篇２３篇１～６節  (P７６６) 
 

音  楽  ①     サインダンス（V） 

  ②③      後藤晃士兄（V） 

 
    誕生祝福式 

メッセージ ①➃                                                                                      「鷲の翼の上に乗せ」            小山英児教育牧師  

                                                                                                        ②                                                                                                                                                               「備えられた礼服」              佐々木智行副牧師  

              ③                                                                                                           「私の魂は生きかえる！」 大川従道主任牧師   

   

賛  美                                                                                      「主のみ手に頼る日は」（聖歌５０３番・ 献金） 

頌  栄                                                                                  「主にハレルヤ！」  アーメン 

                                                                       祝   祷                                                                       

 
 

【大和ニュース】     

☆横田早紀江さんのお誕生日（４日・９０才）。祈りで応援しましょう。 

☆ご婚約おめでとうございます。古川様と上原様。(京都グレースバイブルチャーチ)       

・ 本日、バルナバ会（１２：４５）､ヤンチャ(中高生会)・学生会・青年会。CBS（１４：００・石黒師）。 
 

* 今週の祈祷会は水曜夜と木曜朝、説教は小林詩音副牧師。 ・折り紙 ヌイヌイ(木曜) 

☆日本二十六聖人殉教記念集会(２月５日木曜日) 西坂公園・長崎ブリックホールにて。 

当日はオンライン配信もあります。１３：３０（大川師他） １８：３０（チェコ神父・小山師他） 

・ 土曜日は花盛り、会堂掃除(１２：００)､聖歌隊・オーケストラ(泉チャペル：１３：３０)。 

* 主日礼拝人数 ①７８人(１８７) ②２０３人(２１５) ➂                                                                                             ２５７人(２５２) ➃２６人＝１２１８人 

       定例祈祷会 水曜６０人(１３８) 木曜１０６人(７９)＝３８３人 ※( )内は YouTubeのライブ人数 

「
主
は
私
の
魂
を
生
き
返
ら
せ
御
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、 

正
し
い
道
へ
と
導
か
れ
る
。
」 

（詩
篇
二
十
三
の
三 

聖
書
協
会
共
同
訳
）

 



 

石の枕  
 

 作家の三浦綾子さんの夫婦愛には、いつも感動させられる。それはお二人の問題 

を越えて、私たちすべてのキリスト者の愛の生き様がチェックされる。 

 「恵みに慣れるということは恐ろしいことだ。」夫の光世さんについて「最初は病弱な 

私と結婚してくれた夫がとてもありがたかった。しかし、結婚生活に慣れた今、自分 

勝手な行動をする、わがままな妻になってしまった。慣れるというのは、本当に 

恐ろしいことである。」そこで、「神様、どうか恵みに慣れてしまわないように」と祈った。 

 洗礼を受けたころは、罪ゆるされ、わがままをゆるしていただいて、天にも昇る 

感動の毎日であったのに、いつの間にか、変人となってしまった。 

 哲学者のアリストテレスは、「人間の心の中で最も簡単に老いる部分があると 

すれば、それは感謝する心である」と述べているが、いかがでしょう？ 

 どれだけすばらしい恋愛、結婚をしても、その感激を一生保つのは簡単ではない。 

同じように、どれほどすばらしい神様の恵みや奇跡を経験しても、日が経つごとにその 

感激、感動が薄れてしまうのが人間の姿。とても恥しい！とても残念！とても 

クヤシイ！(神様、ごめんなさい。お赦しください。御霊の実は「愛・喜び・平和・・・」で、 

いつも、いつまでも満たしてください。） 

 座間教会（大和の前身）に就任してまもなく、小さな教会があふれて、礼拝を 

何回もするようになった。１９７９年には（私は３７才）、日曜礼拝は３部制(７時・ 

９時・１１時)。１９８７年には(４５才)、４部制(７時・８時４０分・１０時２０分・１２時)。 

１９９０年１１月４日には、大和市に２６６坪寄付された。現・森チャペル。 

１９７０年に就任して、２０年目の奇跡である。 

 ともかくすごかった。チョウヨンギ先生、藤山一郎氏、羽鳥明師、ママクワング師、 

グレッグ・ローリー師、申賢均師、黒柳朝女史、パット・ブーン氏、アナコンディア師 

等々、今では考えられないリバイバルの火の連続であった。 

 バンクーバーやラグナヒルズに教会を始められ、日曜礼拝を終えて、食事を 

しなくても、羽田飛行場にとんでいった時代である。あゝ、なつかしや！！ （つづく） 

 

宿題（祝大）  今週もむさぼるように聖書を読みましょう！  

Aコース：マタイ２１章～２４章 Bコース：出エジプト記２７章～レビ記３章 


